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研究成果の概要（和文）：虐待やネグレクトなど不適切な養育を受けた愛着障害の子どもたちを対象に、眼差し
の部分だけの写真から相手の感情を推測する眼差し認知課題（Reading the Mind in the Eyes Test, 
Baron-Cohen 1997, 1999）を用いてfMRI研究を行った。9歳から17歳までの愛着障害群38名と、性別と年齢をマ
ッチさせた定型発達群26名を対象にfMRIを実施した。その結果、Positive 表情の読み取り課題において左半球
の被殻の賦活度低下を認めた(cluster P = 0.034, FWE-corrected)。現在、論文投稿の準備を進めている。

研究成果の概要（英文）：Childhood maltreatment, which markedly increases risk for psychopathology, 
is associated with structural and functional brain differences. Our earlier studies elucidated 
potential discernible effects on brain morphology of child abuse such as parental verbal abuse on 
gray matter volume or cortical thickness. Brain regions that process and convey the adverse sensory 
input of the abuse might be modified specifically by such experiences.
Using tasks with reading the mind in the eyes test while undergoing fMRI, we also examined whether 
neural activity during reward processing was altered, or not, in children and adolescents with 
reactive attachment disorder（RAD）. Significantly reduced activity in the putamen was observed in 
the RAD group compared to the typically developed group. The present results suggest that 
dopaminergic dysfunction occurred in the putamen in children and adolescents with RAD, potentially 
leading to a future risk of psychiatric disorders such as dependence.

研究分野： 小児精神神経学、小児発達学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
虐待やネグレクトなどマルトリートメント経験が脳の構造と機能に与える影響を理解する上での重要な手がかり
となり、エビデンスに基づくマルトリートメント家庭への早期介入および支援の促進に繋がることが期待され
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 児童虐待を含む不適切な養育環境下での
成長が将来の精神疾患のハイリスク群であ
る事（1995-97 ACE Study, CDC, USA）、更に
はその治療においても治療反応及び予後が
悪いことが知られている。 
２．研究の目的 
 本研究は、虐待やネグレクトを含む不適切
な養育を受けた愛着障害の子どもを対象に、
発達精神病理学の視点から、内包される子ど
もの症状や併存疾患の鑑別に役立つ生体指
標の開発を行うことを目的としている。本研
究課題から得られる成果は、ASD の病態解明
や治療薬開発を目指した臨床応用へと展開
するための足掛かりになる。 
３．研究の方法 
 眼差しの部分だけの写真から相手の感情
を推測する眼差し認知課題（Reading the 
Mind in the Eyes Test, Baron-Cohen et al. 
1997, 1999）を用いて fMRI 研究を行った。
ターゲットコントラストは Positive – 
Negative と(Positive + Negative) – Gender
とし、Gender を中立課題とした。 
 9 歳から 17 歳までの愛着障害群 38 名と、
性別と年齢をマッチさせた定型発達群 26 名
を対象に fMRI を実施した。 
４．研究成果 
 Positive 表情の読み取り課題において被
殻 (Lt Putamen) の賦活度低下を認めた
(cluster P = 0.034, FWE-corrected)。さら
に同領域の神経賦活度と Children and 
Adolescent Trauma Scale (CATS)スコアの間
に負の関連を認めた(r = -0.353, p = 0.005)。
眼差し認知課題における先行研究 (Koizumi 
et al., PLoS One 2014)でも、被虐待群では
定型発達群に比べて Positive 表情の理解能
力が低下しており、それを支持する結果であ
った。（下図） 
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